
 

令和６年度第２回瀬谷区地域福祉保健計画全域計画推進懇談会  
 

１０月１７日、第２回瀬谷区地域福祉保健計画全域計画推進懇談会を開催しました。 

今回は、「第４期瀬谷区地域福祉保健計画の振り返り」および「第５期計画策定に向けて」を  

テーマに、地域の各団体、医療機関、行政等の推進委員（12 名）による意見交換を行いましたの

で、内容の一部をご紹介します。 

ここでのご意見を第５期計画策定に反映していきます。 

 

～第４期計画（令和３～７年度）の振り返り～ 
 

基本目標Ⅰ「“おたがいさま”で支え合う地域づくり」 

・ 日頃からの「顔の見える関係づくり」は、多方面へのつながりが必要だが、特に若い人は、

地域に溶け込もうとしている人が少ないのが課題。 

・ フードドライブは、食べ物を渡すだけでなく、本当に必要な量なのか考えたり、その場で相

談できるような仕組みなど、もう一歩進んだ取り組みが必要だったのではないか。 

・ 施設も地域の一つ。行事を行う際も施設の方だから難しいと考えず、主催者側も施設側

も一緒に考えることで、実際に参加して楽しんでもらうことができた。 

・ 地域行事も「やる」・「やらない」だけでなく、来ている方の中に何か問題を抱えている人が

いるかもかもしれないといった、その先を考えるきっかけにすることが必要。 

 

基本目標Ⅱ「健康でいきいきと暮らせる地域づくり」 
・ 三師会（医師・歯科医師・薬剤師）の地域福祉保健への関わりが増えた。 

・ 健康に対する関心度は高まり、予防的な取組も増えているが、興味・関心がない人、医療

機関に来ない人にどう伝えていくかが課題。 

・ 食の大切さについては、特に単身男性の関心が低い現状がある。こどもの頃から食生活

の習慣づけが必要。 

 

基本目標Ⅲ「誰もが活躍できる地域づくり」 

・ コロナ禍でも、様々な工夫をして地域活動を続けてきた。地域で活躍している人が多く、

コロナだから出来ないのではなく、どうしたら出来るかを考えた。ピンチに強い底力を感じ

た。 

・ こどもたちがお祭り等のイベントを企画するといった経験を重ねると地域に愛着がわき、

自分たちで何かやろうと自然と地域に関心をもってもらえることから、こどもが主催となっ

たり、意見を発表できる機会があると良かった。 

・ イベントの運営方法が見直された。ボッチャ等のインクルーシブスポーツ※が広がり、誰で

も参加しやすいものに変わってきた。 

   ※年齢、性別、国籍、障害の有無を問わず、だれでも楽しめるスポーツ

 報告 



・瀬谷区地域福祉保健計画(暮らしやすいまちづくりの計画) 
・過去の懇談会の報告書（バックナンバー） 

～第５期計画（令和８～12 年度）に向けて～ 
 

・ 第４期計画を継続して取り組んでいくことが多い。 

・ 超高齢社会や人口減少等により、担い手不足や後継者不足が進むので、早急に何とかし

ていかなくてはならない。小さな団体や小さな取組にも支援していく必要がある。 

・ 瀬谷区は特別支援学校等も多くあるので、その強みを生かした計画にしてほしい。 

・ 行動障害や重度の障害がある子も行けるような場があると良い。また、区域で何かを話し

合う時に、障害当事者も一緒に考える場に参加し、お互いを知る機会になると良い。 

・ 文化祭や行事を開催する上で、障害者施設との関わりを持つなど瀬谷区全体として障害

者の方と連携して地域を盛り上げることができると良い。 

・ ヤングケアラーや不登校など、学校だけでなく地域でどう取り組むかが重要。瀬谷区全体

として対応の方向性を見出していく必要がある。 

・ こどもの居場所づくりができてきているが、通っているこどもがどのくらい成長しているか

が見えにくく、今後どのように発展させていくのかを考えていく必要がある。 

・ こどもが親や地域の人に見守られ、こどもらしく遊び、学び、成長していける取組を推進し

ていかなければならない。 

・ こどもの食に関する習慣づけについては共働きの親を支えるため、少し時間に余裕のあ

る地域の方がこどもたちに関われるように上手に繋げられると多世代交流にもなり良い。 

・ 医師会・歯科医師会・薬剤師会の三師会も、できることは協力し地域に溶け込んでいきた

い。 

●学識経験者からのコメント 

 男女共同参画の社会の仕組みの中で共働きの家庭が増え、こどもに生活の知識や体験を

伝えにくくなっている。そこを地域の力で補っていくべきではないか。地域も呼応して変わっ

ていくことが必要で、その一つの重要なツールに地域福祉保健計画がなっている。 

 三師会や学校など、これまでの計画を通じて関わりが広がっており、幅広い方に携わっても

らえるようになってきている。 

 また、瀬谷区では地域のイベント等のやり方を工夫し、発展させている。そこで、こどもや障

害の方も活躍していることは、素晴らしい。多様性として、第５期計画につながることである。 

特にこどもに関しては、次代を担う世代として第５期計画において重視していくべきである。 

 

               


